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来る 10月２日（金），企業内教育研究部会の研究会を開催いたします。企業内教育研究部会の研

究会では，日ごろ，企業で教育を仕事としているメンバーの成果報告や最新情報の共有などを目的

とした発表を行います。多くのみなさまに参加いただき，ともに企業内教育の発展を考える場にし

たいと思っています。ふるってご参加ください。

１. 日　時： 10月２日（金） 14： 00～ 19： 30

２. 場　所：工学院大学新宿校舎　11階第６会議室

新宿区西新宿 1-24-2 新宿京王プラザホテル前

３．内　容：

研究発表（14：10～17：20）

１）教育システム工学サーベイ1998

君島浩（富士通ラーニングメディア）

２）WWWを利用した教育支援システムCALATの現状と今後

仲林清，木原洋一，丸山美奈（NTT情報通信研究所）

３）教育作成広場：CALATを中心とした教材流通サービス

石打智美，木山稔，辻本雅彦（NTT情報通信研究所）

４）人的資源開発（HRD）システムと手段に対するマルチメディア技術の影響

平田謙次（産能大学）

５）高等専門学校における情報処理教育の教育品質向上に関する一つの試み

─企業内教育との比較を模索して─　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村晋（航空高専）

－休　憩－

６）教育・研修の品質評価基準

米島博司（NECインターナショナルトレーニング）

７）フィードバック可能な評価システムの取組事例

丸元亮子（NTTラーニングシステムズ）

８）メモの取り方と認識マップの関連性に関する実践研究
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戸松ふみ，宮沢修二（アイテック情報技術教育研究所）

９）オンラインラーニングが日本で実用化されるための要点の考察

小松秀圀（NTTラーニングシステムズ）

－休憩－

特別講演（17：30～18：30）

これから制定される情報教育の実践に向けて

岡本敏雄（電気通信大学大学院教授）

総合討論（18：30～19：00）

次回に向けての打ち合わせ（19：00～19：30）

■連絡先：

企業内教育研究部会部会長　小松秀圀（E-mail:komatu＠azp.nttls.co.jp）

幹事　丸元亮子　TEL： 03-5353-7140（E-mail:ryokom＠toc.nttls.co.jp）

企業内教育研究部会ホームページのURL http ://www.osakac.ac.jp/misc/jsise

１. 日　時： 10月 31日（土） 10： 00～ 17： 00

２. 場　所：千葉工業大学津田沼校舎　５号館６F会議室

〒 275-0016 習志野市津田沼2-17-1 JR総武線津田沼駅南口駅前

３．内　容：

１）インターネットを利用したCAIシステムにおける教材サーバの一構成

河村俊一，浮貝雅裕，三井田惇郎（千葉工大）

２）ユーザのExploratory Preferenceを重視したハイパー空間でのナビゲーション

香山瑞恵，岡本敏雄（電通大）

３）Webマルチメディアコンテンツ同期制御システムの開発

樋川和伸（金沢学院大）

４）コンピュータ会計教育に関する一考察

伊東宏祐，渋井二三男，平澤洋一（城西大）

５）電子マネーの普及における経済教育上諸問題

石部公男（聖学院大）

６）インターネットを使った進路学習

星川良紀（松山南中学）

７）国際的な共同学習の実践　─AT&Tバーチャルクラスルーム・コンテスト─
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小川布志香（グローバルコモンズ）

８）企業が求めるインターネット時代の情報リテラシー　－HBA資格認定制度・学習体系－

柿岡明（社会経済生産性本部）

９）音響教育におけるマルチメディアの利用

三井田惇郎，須田宇宙（千葉工大）

─休　憩─

10）VODを利用した教師教育のための動画像検索手法

鷹岡亮，岡本敏雄（電通大）

11）FAQ蓄積・検索システムの構築

五十嵐晃（東京理科大）

12）情報基礎教育カリキュラム自動生成システムの開発

広瀬真美子，宮寺庸造，横山節雄（東京学芸大）

13）ネットワーク利用を考慮したFFTアナライザー

小沢春豊，三井田惇郎，須田宇宙（千葉工大）

14）ネットワークを用いた回路設計教育支援システム

辻達之（九工大），竹本宜弘（工学院大），赤生一博（島津理化器械），

石井宏・渋井二三男（城西大）

■問い合わせ先：中村直人（千葉工大）Tel. 0474-78-0284 FAX 0474-78-0582

E-mail: nakamura@net.it-chiba.ac.jp

研究委員会のCAI研究部会ではつぎのとおり研究会の開催を予定しております。ふるって研究発

表をして下さるようお願い申しあげます。

１. 日　時： 1998年 11月 28日（土）

２. 場　所：高知大学共通教育棟1号館 136号室

３. 申込先：〒780-8520 高知市曙町2-5-1 高知大学理学部数理情報科学科

岡本　竜　TEL・FAX（0888）44-8341 E-mail： ryooka@is.kochi-u.ac.jp

４. 申込締切： 1998年 10月9日（金）

５. 原稿締切： 1998年 11月7日（金）

６. 申込方法：

題目，概要（200字程度），発表者（連名者を含む），所属，連絡先（住所，TEL，FAX，

E-mail）をお知らせ下さい（できるだけE-mailでお願いします）。
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本部研究委員会の情報教育研究部会ではつぎのとおり研究会の開催を予定しております。この研

究会での発表の内容は，年間購読予約をしていただいている研究報告（本部の刊行物）に掲載され

ます。ふるって研究発表をしてくださるようお願いいたします。なお，関西支部の情報教育研究会

にも共催をお願いしています。

１. 日　時： 12月 19日（土） 13： 00から

２. 場　所：武庫川女子大学情報教育研究センター

３. テーマ：情報教育に関すること

４. 申込先：原克彦（園田学園女子大学情報教育センター） 〒 661-8520 尼崎市南塚口町７丁目

29-1 TEL 06-429-9909 E-mail:hara@sonoda-u.ac.jp

松永公廣（摂南大学経営情報学部） 〒527-8520寝屋川市池田中町17-8 TEL 0720-39-

9266 E-mail:ey4k-mtng@asahi-net.or.jp

５．申込締切：平成10年 10月 31日（発表原稿締め切りは，11月 30日の予定）

６．方　法：題目，概要（200字程度），発表者（連名者を含む），所属，連絡先（住所，TEL，FAX，

E-mail）を知らせてください。なお，申し込まれた方には発表要綱などをお送りしま

す。

幹　事：竹本宜弘（工学院大学），原克彦（園田学園女子大学），松永公廣（摂南大学）

世話人：家本修（大阪経済大学），石桁正士（大阪電気通信大学），大西慶一（大阪女子短期大学），

高橋三吉（大阪府立工業高等専門学校），横山宏（大阪電気通信大学短期大学部）

次回の予定：第13回学生による研究発表会（平成 11年３月13日（土）甲子園大学）

●新入会員（敬称略）

JSiSE-9801550 緒方広明　徳島大学

JSiSE-9801551 佐野繭美　摂南大学

JSiSE-9801552 藤原康宏　岩手県立大学

JSiSE-9801553 松野了二　熊本県立大学

JSiSE-9801554 深沢弘美　青葉学園短期大学

JSiSE-9801555 吉村　晋　東京都立航空工業高

等専門学校

JSiSE-9801556 牧　兼充　慶応義塾大学

JSiSE-9801557 朱　仲武　埼玉大学

JSiSE-9801558 先石浩二　久留米工業大学

1998年7月16日～1998年9月10日

JSiSE-9801559 吉田敦也　京都工芸繊維大学

JSiSE-9801560 中西宏文　愛知教育大学

JSiSE-9801561 永井　隆　

JSiSE-9801562 吉田幸二　三菱電気㈱

次世代メディアへの提言

文部省・大学共同利用機関のメディア教育

開発センター（坂元昂所長）は，創立 20周年

記念のシンポジウムを開く。期日は 11月 18

日（水）午前 10時から，同センター（千葉市

美浜区）の制作棟ホールで，基調講演やパネ

ルディスカッションが予定されている。問い

合わせは，電話043-298-3087まで。



今年度より本学会に新設された「論文賞」の

受賞論文がきまり，さる８月７日に名古屋市・

南山大学で開催された第 24回通常総会の席上で

贈呈式がおこなわれました。

この賞は数年前からの懸案だったものです

が，これまで数回の理事会およびワーキンググ

ループで検討・審議してきた手続きに沿って実

施されたものです。

本年度は新設初年度のため，原著論文を過去

３年分（Vol.12～ Vol.14）と実践論文，過去２

年分（Vol.12～ Vol.13）が推薦対象として同時

に行われました。

また，今後の推薦対象の論文は，論文種別

（原著論文等と実践論文等）ごとに，それぞれ

隔年で実施されることになります（「論文賞規

程」参照，前号ニューズレターNo.94掲載）。

今回の推薦論文の募集にあたっては，学会誌

Vol.15 No.1（春号）に推薦の呼びかけを全会員

に行うと同時に，役員・評議員・選定委員にた

いしてもメール（郵送含む）でその推薦依頼を

行い，その結果に対して所定の手続きに基づき

公正に審査が進められました。その結果，以下

の２論文が論文賞に決定し，著者それぞれに賞

状が手渡されました。

なお，詳しい経過は 98年度学会誌 Vol.15，

No.3（秋号）に掲載されます。

5

電気通信普及財団の研究助成の募集

財団法人電気通信普及財団では，平成 10年度
の電気通信に関する文化的研究調査ならびに電

気通信技術の振興・普及に関する研究調査の助
成金募集を行っている。申込み期間は 11月 1日
から同 30日まで。詳しくは，同財団（港区西新
橋 1-6-11），電話03-3580-3411まで。

●Vol.12，No.3（秋号）掲載，実践論文
グローバル・クラスルーム・プロジェクト
－インターネットとマルチメディアの教育利用の実践－
（渡辺健次・岡崎泰久・江藤博文・田中久治
近藤弘樹・原秀勝・川崎健二・大島正豊）

●Vol.14，No.3（特集号）掲載，原著論文
日本語作文教育のためのネットワーク型添
削支援システムCoCoAの構築
（矢野米雄・緒方広明・榊原理恵・脇田里子）
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文責林敏浩（佐賀大学）hayashi@is.saga-u.ac.jp

ここで紹介されている国際会議は，教育シ
ステム情報学会の会員のみなさんからの紹介
やインタネット上で流れているCFP情報を
もとに編集されています。会員のみなさんに
紹介したい国際会議などがありましたら，下
記までご連絡ください。また，実際に国際会
議に参加されたレポートなどを送っていただ
ければ今後の国際会議の案内作成の際に大変
参考になりますのでそちらのほうもお待ちし
ております。
本案内はWWW（http://www.fu.is.saga-u.
ac.jp/̃hayashi/jsise/conf.htm）で見ることも
できます。

CATE’99: IASTED International Conference 
Computers and Advanced Technology in Educa-
tion

開催日程: 1999年 5月 5～ 8日
主催: The International Association of Science

and Technology for Development -
IASTED

開催地: Philadelphia, アメリカ
論文応募締切: 1998年 11月 6日
URL: http://www.iasted.com/
連絡先: IASTED Secretariat - CATE’99 1811

West Katella Avenue, Suite 101 Anaheim,
CA USA 92804

Tel: 714-778-3230 or 1-800-995-2161, Fax: 714-
778-5463

E-mail: iasted@iasted.com

SITE99: Society for Information Technology
and Teacher Education 10th International
Conference

M/SET 99: International Conference on Mathe-
matics/Science Education & Technology
（併催）

開催日程: 1999年 2月 28～ 3月 4日
論文応募締切: 1998年10月 15日
URL:http://www.aace.org/conf/site/site99call.
htm
http://www.aace.org/conf/mset/mset99
call.htm

ED-MEDIA 99: World Conference on Educa-
tional Multimedia and Hypermedia

ED-TELECOM 99: World Conference on Edu-
cational Telecommunications（併催）

開催日程: 1999年 6月 19～ 24日
論文応募締切: 1998年10月 22日
URL: http://www.aace.org/conf/edmedia/

ECSCW’99:The Sixth European Conference
on Computer Supported Cooperative
Work

開催日程: 1999年 9月 12～ 16日
開催地: Copenhagen, デンマーク

論文応募締切: 1999年 2月 1日
URL: http://www.cti.dtu.dk/CSCW/EC-

SCW99.html
連絡先: ECSCW’99 Program Secretariat

Center for Tele-Information Technical
University of Denmark Elektrovej, Build-
ing 371 DK-2800 Lyngby, Denmark

Tel: （+45）4535 5178, Fax: （+45） 4596
3171

E-mail: ECSCW99@daimi.aau.dk

また，以前紹介した国際会議で締め切りが
近づいてきているものを以下にもう一度簡単
に紹介します。
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第１号議案　1997年度活動報告の承認に関する件

1998年 3月末現在の会員数は，名誉会員２名，正会員 855名，準会員 48名，維持会員 14名，特

殊会員１名で，計 920名となっている。

運営活動としては，第 23回通常総会を 1997年９月 11日に東京の電気通信大学で開催した。通常

の議案を承認し，そのほか役員改選を行って新年度理事を決定。会長が大槻説乎氏から対馬勝英氏

に交代。理事会は，第 57回，58回，59回と開き，新役員の分担や諸規程，論文賞，E-mail理事会

の持ち方等を検討・審議する。

このほか事業活動としては，教育システム情報学会第22回全国大会（教育工学関連学協会連合第

５回大会と共催）を 1997年９月 11日（木）～ 13日（土），電気通信大学で開催した。学会誌は

Vol.14，No.1（春号）からNo.5（冬号）まで発行し，このうち，No.3は特集号として臨時増刊した。

研究委員会は 1998年３月 10日に工学院大学で開き，研究委員会の構成メンバーは研究委員長，研

究副委員長，各研究部会長の６名とし，本部主催の研究会を一部見直しすることにした。今後，そ

の持ち方等について検討していく。なお，４つの研究部会はそれぞれ活発に活動を行っている。

支部活動は，関西支部（支部長：対馬勝英），東海支部（支部長：磯本征雄）がそれぞれ活動を

行う（詳細は略）。

第 23回全国大会（名古屋）については，実行委員会（委員長：磯本征雄）のもと，準備をすすめ

てきた。

第２号議案　1997年度決算報告の承認に関する件

一般会計の収入の部は，予算が 9,855,935円（合計のみ）に対し，決算が 11,027,807円となり，

1,171,872円の増額となった。支出の部では，同じく 9,855,935円に対し，決算が 9,804,827円で，

51,108円の減額となった。なお，会計監査報告は平成10年７月30日に行っている。

第３号議案　1998年度活動計画（案）の承認に関する件

教育システム情報学会第 23回全国大会の開催を 1998年８月７日（金）～８日（土），南山大学と

した。研究会開催の予定は，第 67回研究会（企業内教育部会/部会長：小松秀圀）を 1998年 10月

２日，第 68回研究会（インターネット・マルチメディア部会/部会長：岡本敏雄）を 1998年 10月

31日，第 69回研究会（CAI部会/部会長：矢野米雄）を 1998年 11月 28日，第 70回研究会（情報教

育部会/部会長：山本恒）を12月 19日とした。

学会誌（発行済みを含む）は，Vol.15，No.1（春号）からNo.4（冬号）までを発行する。No.4の

冬号については実践速報特集号との合併号にする。新年度の企画セミナーの開催は未定。

次年度の全国大会は，第 24回全国大会/第 25回通常総会とし，期日を 1999年８月，場所を園田

学園女子大学の予定とした。



第４号議案　1998年度予算（案）の承認に関する件

一般会計の予算は9,902,980円とした。これは，対前年度0.5％の伸びで，ほぼ前年なみとした。

第５号議案　理事増員に伴なう規約の一部改正（案）に関する件

理事の増員をはかるため，「規約」の一部改正案を提案した。改正点はつぎのとおり。新旧の比

較は下線とゴシックで示した。

8

本年の３月末に，98年度会費等を請求させていただきましたが，未納の方は至急ご納入いただけ

ますようお願いいたします。未納の方については，請求書と振込用紙を同封しました。よろしくお

願いいたします。

なお，すでに納入されたにもかかわらず請求書が同封されている方は，請求書発行時の行き違い

と思われますので，ご容赦ください。ご不明の点は事務局へお問い合わせください。

新　条　文
（前略）
第 15条　本会には，次の役員，評議員をお

く。
（1）役員
理事 21名（うち会長１名，副会長２
名）
監事２名
（2）評議員 20名

（中略）
第 20条　本会の会長，理事，監事の全員と

評議員の半数は，正会員及び名誉会員
のうちから，正会員および名誉会員の
選挙により選任する。

（中略）
第 21条　会長は，任期の頭初において評議

員の半数を指名し，理事の中から２名
の副会長を指名する。

（中略）
第 24条　会長の任期は２会計年度とする。

会長を除く役員および評議員の任期は
４会計年度とし，２会計年度毎に半数
宛改選する。

（以下略）

旧　条　文
（前略）
第 15条　本会には，次の役員，評議員をお

く。
（1）役員
理事 19名（うち会長１名，副会長２
名）
監事２名

（2）評議員 20名

（中略）
第 20条　本会の役員と評議員の半数は，正

会員及び名誉会員のうちから正会員お
よび名誉会員の選挙により選任する。

（中略）
第 21条　会長は，評議員の半数を指名す

る。

（中略）
第 24条　会長の任期は２会計年度とする。

会長を除く役員および評議員の任期は
４会計年度とし，２会計年度毎に半数
宛交代する。

（以下略）


